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1. 事業者の氏名及び住所 

名 称：公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会 

代表者：会長 十倉雅和 

所在地：大阪市住之江区南港北一丁目 14 番 16 号 

 

2. 対象事業の名称 

２０２５年日本国際博覧会（略称「大阪・関西万博」） 

 

3. 対象事業の内容 

3.1   開催場所の位置 

大阪・関西万博会場（以下、「万博会場」という。）及び舞洲万博 P&R※駐車場の位置図は、図 3.1

に示すとおりである。万博会場は、大阪市の臨海部にある埋立地（大阪市此花区夢洲）に位置し、

舞洲万博 P&R 駐車場は、その夢洲の北側の埋立地（大阪市此花区舞洲）に位置している。 

 

 

図 3.1 開催場所の位置図（概要） 

 

※P&R（パークアンドライド）とは、出発地からは自動車を利用し、途中で電車やバスなどに乗り換えて目的地まで移動 

する方式のことをいう。 
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3.2   事業の概要 

(1) 事業の目的及び内容 

事業の目的及び内容は表 3.1、万博会場・舞洲万博 P&R 駐車場配置図は図 3.2 に示すとおりで

ある。 

表 3.1 事業の目的及び内容 

目  的 

本事業は、2025（令和 7）年に大阪府大阪市において、国際博覧会条約に基づく国
際博覧会を開催するものである。 
大阪・関西万博のテーマは、『いのち輝く未来社会のデザイン』である。「いのち

輝く未来社会のデザイン」というテーマは、人間一人一人が、自らの望む生き方を
考え、それぞれの可能性を最大限に発揮できるようにするとともに、こうした生き
方を支える持続可能な社会を、国際社会が共創していくことを推し進めるものであ
る。 
言い換えれば、大阪・関西万博は、格差や対立の拡大といった新たな社会課題や、

AI やバイオテクノロジー等の科学技術の発展、その結果としての長寿命化といった
変化に直面する中で、参加者一人一人に対し、自らにとって「幸福な生き方とは何
か」を正面から問う、初めての万博になる。 
近年、人々の価値観や生き方がますます多様化するとともに、技術革新によって

誰もがこれまで想像しえなかった量の情報にアクセスし、やりとりを行うことが可
能となった。このような進展を踏まえ、大阪・関西万博では、世界の叡智とベストプ
ラクティスを大阪・関西地域に集約し、多様な価値観を踏まえた上での諸課題の解
決策を提示していく。 

テーマ 
いのち輝く未来社会のデザイン 
Designing Future Society of Our Lives 

サブテーマ 
(1) Saving Lives（いのちを救う） 
(2) Empowering Lives（いのちに力を与える） 
(3) Connecting Lives（いのちをつなぐ） 

コンセプト People's Living Lab（未来社会の実験場） 

位 置 此花区夢洲（万博会場）、此花区舞洲（舞洲万博 P&R駐車場） 

面 積 万博会場：約 159ha、舞洲万博 P&R 駐車場：約 31ha 

開催期間 2025（令和 7）年 4月 13日から同年 10月 13日まで 

開催時間 午前 9 時から午後 10 時まで 

来場者数 29,017,924人（うち AD証※入場者数 3,438,938人） 

参加国等 158か国・地域、7 国際機関 

施 設 

・海外パビリオン 57 施設、国内パビリオン 27 施設、イベント施設 14施設、営業施
設 
11 施設など会場全体に計 185 施設の建築物を建設。 

・大屋根リングは、世界最大の木造建築物として会場のシンボルとなった。 
・来場者駐車場として、舞洲にて団体バス 300～1,000 台、自家用車 3,450～6,240
台収容の万博 P&R 駐車場を整備（図 3.4 参照）。 

その他施設 広場、インフラ整備（電気、ガス、通信、上下水、雨水、空調用冷水など）、緑地等 

輸送実績 

・来場者の輸送実績は、日来場者数に応じて輸送人数に変動があるものの、機関分
担率については、おおむね、鉄道が 7 割、駅シャトルバス等が 1 割、自家用車等
が 2 割であった。 

・これは大阪・関西万博来場者輸送具体方針の最終版（以下、「来場者輸送具体方
針」という。）の機関分担率に対して、鉄道が 1 割多く、自家用車等が 1 割少な
い実績であった。 

 

※AD 証とは、本博覧会で業務を行う関係者（博覧会の運営を担う協会職員や公式参加者、非公式参加者、メディア関係

者、ボランティアリーダー等）に対して交付する関係者入場証のことをいう。 
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図 3.2 万博会場・舞洲万博 P&R 駐車場配置図 

この図は、環境影響評価における会場配置図を示す。 
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(2) 万博会場 

① 会場デザインコンセプト 

会場は、四方を海に囲まれたロケーションを活かし、世界とつながる「海」と「空」が印象強

く感じられるデザインとする。円環状の主動線を設け、主動線につながるように離散的にパビリ

オンや広場を配置することで、誘致の時からの「非中心・離散」の理念を踏襲しつつ「つながり」

を重ね合わせた「多様でありながら、ひとつ」を象徴する会場を創出し、無数の異なるものたち

が一つの世界を共有しているという感覚を来場者が体感することが出来るような場を目指した。 

 

② 主要な施設 

会場全体の面積は約 159ha であり、図 3.3 のとおり会場内は大きく 8つのゾーン（コネクティ

ングゾーン、セービングゾーン、エンパワーリングゾーン、静けさの森ゾーン、シグネチャーゾ

ーン、西ゲートゾーン、東ゲートゾーン、フューチャーライフゾーン）に区分され、会場内には、

海外パビリオン 57 施設、国内パビリオン 27 施設、イベント施設 14 施設、営業施設 11 施設な

ど、会場全体に計 185施設が建設された。 

その中でも大屋根リングは、「多様でありながら、ひとつ」という会場デザインコンセプトを

表すシンボルとなる建築物であり、2025（令和 7）年 3 月に「最大の木造建築物」として世界記

録に認定された。リングの内径約 615m、外径約 675m、幅約 30m、高さ約 12m～20m という規模で

整備され、その全周は約 2km に及んだ。静けさの森は万博会場の中心部に約 2.3ha の広さで構築

され、大屋根リングと並び会場のシンボルの一つとして、水盤と植栽を中心とする緑地空間から

形成される。会場の喧騒の中にあって、ひときわ静かで落ち着ける場所として整備され、万博記

念公園をはじめ、大阪府内の公園等から約 1,500 本の将来間伐予定の樹木などが移植された。 

また、会場内には堤防によって作られた内海をさらに大屋根リングによって囲い取ることによ

って、大屋根リング外側を「つながりの海」、内側を「ウォータープラザ」として整備した。 

 

   〔大屋根リングの下部〕          〔静けさの森（水盤）〕 

 

 

 

 

 

 

 

                        〔つながりの海〕 
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図 3.3(1) 会場マップ 
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図 3.3(2) 会場マップ
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(3) 舞洲万博 P&R 駐車場 

舞洲万博 P&R 駐車場は、万博来場者の安全・円滑な移動を実現するため、万博会場の北側に位

置する舞洲において自家用車の駐車（3,450～6,240 台）と団体バスの待機（300～1,000 台）の双

方に需要対応できるよう会場外駐車場として整備するとともに、その利用は事前予約制として運

用し、万博 P&R 駐車場の利用料金については、道路交通における混雑等の課題に対応するため、

日時・経路等で料金を上下に変動させるダイナミックプライシングを導入した。 

また、自家用車で来場した方を、駐車場内で万博 P&R シャトルバスに乗り換えて、万博会場ま

で輸送を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「大阪・関西万博 来場者輸送具体方針 最終版」（２０２５年日本国際博覧会来場者輸送対策協議会、令和 6年） 
をもとに作成 

図 3.4 舞洲万博 P&R 駐車場（団体バス・自家用車の駐車イメージ） 
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3.3   来場者数 

期間中の来場者数の推移は図 3.5に示すとおりである。総来場者数は 29,017,924人(うち AD証

入場者数 3,438,938 人)であった。 

 

 

図 3.5 来場者数の推移 

 

3.4   万博会場への主な交通アクセス 

(1) 来場者輸送の概要 

会場への交通アクセスが限られた人工島での開催となることから、万博来場者の輸送を安全・

円滑に輸送する必要があり、かつアクセスが特定の交通手段や経路に集中しないバランスの取れ

た輸送計画を遂行するために、鉄道や道路などの既存交通インフラを最大限活用し、かつ交通手

段に応じた対応を図った。 

主な交通アクセスは図 3.6 に示すとおりである。 
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注：東西連絡シャトルバスの ATC（アジア太平洋トレードセンター）路線は 2025年 6月 15日～9 月 12日、 

コスモスクエア路線は 6月 29日～10月 13 日、弁天町路線は 8月 1日～10月 13日の期間に運行。 
出典：「大阪・関西万博 来場者輸送具体方針 最終版」（２０２５年日本国際博覧会来場者輸送対策協議会、 

令和 6年）をもとに作成 

図 3.6(1) 主な交通アクセス 

 

 
出典：「大阪・関西万博 来場者輸送具体方針 最終版」（２０２５年日本国際博覧会来場者輸送対策協議会、 

令和 6年）をもとに作成 

図 3.6(2) 主な交通アクセス（水上交通利用）  



10 

① 公共交通利用（鉄道・駅シャトルバス等）） 

(a) ３つの主要ルート 

a. Osaka Metro 中央線（鉄道） 

最も輸送力（6 両編成、開催前ダイヤ:最大 16 本/時→開催期間中:最大 24 本/時）があり、

万博会場への直接乗り入れを実施した。 

b. JR 桜島線（鉄道＋駅シャトルバス） 

鉄道による輸送力は大きい（8 両編成、開催前ダイヤ:最大 10 本/時→開催期間中:最大 12 本

/時）が、万博会場には桜島駅にてバス連絡が必要であることから、桜島駅に隣接したバスター

ミナルを設置して駅シャトルバスによる輸送を実施した。 

c. 淀川左岸線（2 期）（新大阪駅、大阪駅等発の駅シャトルバス） 

淀川左岸線（2 期）の建設中区間を万博専用アクセスルートとして活用し、新大阪駅、大阪駅

等の大阪中心部より駅シャトルバスを運行することで、定時制を確保した高密度なバス輸送を

実施した。 

(b) 主要鉄道駅バスターミナル（駅シャトルバス等） 

主要 10 駅（桜島駅、新大阪駅、大阪駅、中之島駅、難波駅、天王寺駅、上本町駅、堺駅、堺東

駅、尼崎駅）のバスターミナルから万博会場へのアクセスとして、鉄道各社の特急列車と連携等

した予約制の駅シャトルバス等の運行を実施した。なお、鉄道の機関分担率が想定を上回り、東

ゲートの負荷が高い状態が続いたことから、会期中に東西連絡シャトルバスを開設した。 

(c) 空港直行バス 

海外からのインバウンド等の空港を利用する来場者など、関西国際空港、大阪国際空港から会

場までの直行バスによる輸送を実施した。 

(d) 中距離直行バス・長距離直行バス 

近畿地方各府県及び全国各地域から会場までの直行バスによる輸送を実施した。 

② 自家用車利用 

一般の自家用車については、会場から概ね 15km 圏内に設ける会場外駐車場でバスに乗り換え

る P&R 方式を採用し、万博会場のある夢洲への乗り入れを原則禁止し、会場周辺の交通混雑を回

避した。また、会場外駐車場を舞洲、尼崎市及び堺市に万博 P&R 駐車場として整備し、自家用車

で来場した方を、万博 P&R 駐車場シャトルバスに乗り換えて、会場まで輸送を行った。 

③ 水上交通利用（船舶＋船シャトルバス） 

四方を海に囲まれた人工島での開催という立地を活かし、水上交通として大阪市内中心部、淀

川・十三、堺旧港、神戸港・神戸空港及び淡路島からの就航があり、船舶で来場した方を、浮桟

橋で船シャトルバスに乗り換えて、万博会場まで輸送を行った。 

 

(2) 交通ターミナルの概要 

① 夢洲第 1 交通ターミナル 

夢洲第 1 交通ターミナルでは、駅シャトルバス、東西連絡シャトルバス、空港直行バス、中長

距離直行バス、万博 P&R 駐車場シャトルバス及び船シャトルバスにて来場された来場者の乗降を

行った。また、タクシーについては、主に夢洲第 1 交通ターミナルで乗降を行い、周辺道路での

乗降は認めないこととした。 
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② 夢洲第 2 交通ターミナル 

夢洲第 2 交通ターミナルでは、事前予約制の乗降場を整備し、団体バスが乗車及び降車バース※

を使用して来場者の乗降を実施した。また、団体バスが待機する場合に必要となる駐車場を舞洲

万博 P&R 駐車場内に設け、こちらについても事前に利用日の予約及び料金決済が必要な運用を実

施した。なお、タクシーについては、会期中盤にアプリタクシー乗り場を夢洲第 2 交通ターミナ

ルへ移動し、会期終盤には夢洲第 2 交通ターミナルでの降車も可能とした。 

 

(3) 万博関連車両の主要な通行ルート 

万博会期中の万博関連車両の主要な通行ルートは、図 3.7 に示すとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※乗車及び降車バースとは、バスが駐停車し、来場者が安全・円滑に乗降するためのスペースのことをいう。  
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図 3.7 会期中の万博関連車両の主要な通行ルート 
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4. 対象事業の実施状況 

万博会場及び舞洲万博 P&R 駐車場の全体工程及び現時点での実績は、表 4.1 及び表 4.2 に示すとお

りである。 

夢洲における会場整備は、環境影響評価書（以下、「評価書」という。）に記載した工事計画にもとづ

き、大阪市による埋立・盛土工事が完了した部分から着手し、万博会場の工事については、2022(令和

4）年 10 月から着手した。 

2022(令和 4）年度からは、盛土、整地等の造成工事及び埋設管整備等のインフラ工事を実施し、以

降、大屋根リングの建設や各パビリオン、営業施設等の建築工事を計画的に実施し、2025(令和 7)年 4

月 13 日の開幕に向け建設工事を実施した。なお、開幕までに完工しなかったパビリオン等は、準備が

でき次第、参加された。 

万博は 158か国・地域と 7 国際機関が参加し、2025(令和 4)年 4 月 13日から 10 月 13 日まで開催さ

れ、会期中、音楽ライブや祭りなど大小様々なイベントが開催された。会場内には海外パビリオン 57

施設、国内パビリオン 27 施設、イベント施設 14施設、営業施設 11 施設など計 185施設があった。 

また、舞洲における舞洲万博 P&R駐車場の工事においては、2024(令和 6）年 4 月から着手し、土木

工事（土工・舗装工・付属物工等）及び建築物設置（設備等含む）工事等を実施した。万博会期中に

は、自家用車及び団体バスを駐車することができる万博来場者用の P&R 駐車場として使用した。 

表 4.1 万博会場の全体工程 

概要 2022(令和 4)年度 2023(令和 5)年度 2024(令和 6)年度 2025(令和 7)年度 2026(令和 8)年度 

造成・インフラ工事      

パビリオン等建築工事      

開催・供用期間      

撤去工事      

 

 

 

 

 

表 4.2 舞洲万博 P&R 駐車場の全体工程 

概要 2022(令和 4)年度 2023(令和 5)年度 2024(令和 6)年度 2025(令和 7)年度 2026(令和 8)年度 

敷均し・敷地造成工事      

建築・設備設置工事      

開催・供用期間      

撤去工事      

 

 

     ：評価書工事予定 

：工事実績 

：開催実績 

   ：今回の事後調査報告範囲〔万博会期中（騒音・振動、低周波音、廃棄物、地球環境、陸域動物）〕 

    ：評価書工事予定 

  ：工事実績 

  ：開催実績 

  ：今回の事後調査報告範囲〔万博会期中（騒音・振動、低周波音、廃棄物、地球環境、陸域動物）〕 




